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　決勝は、１3年連続２５回目の優勝を目指す山形市立商業と、準決勝で激闘を制し、決勝へ勝ち進んだ
日本大学山形の対戦となった。白の山形市立商業のスターティングメンバーは、＃４・５・６・７・８。青の日
本大学山形のスターティングメンバーは、＃４・５・６・７・８。
　第１Q、白はマンツーマンディフェンス、赤は３－２ゾーンディフェンスでスタート。ゲームは、白＃４の３ポ
イントシュート、赤＃４の２ポイントシュートで始まる。その後、白は＃４を中心に効果的に得点を決め、開
始4分、白１１－４赤となったところで赤が1回目のタイムアウト。タイムアウト後、赤＃８の連続３ポイント
シュートで反撃。白は＃４、＃５がドライブ、ミドルシュートを決める。赤は白の堅いディフェンス前でなかな
か得点ができない。第１Q、２４－１２、白１２点リードで終了する。
　第２Q、白はマンツーマンディフェンス、赤は３－２ゾーンディフェンスでスタート。白は＃８＃１０のインサ
イドを中心に得点を重ねていく。赤も＃８を中心にゲームメイクし果敢に攻めるもなかなか得点を奪えな
い。残り３分、白３４－１６赤となったところで赤２回目のタイムアウト。その後、赤が粘り強く守り膠着状態
が続く。終了間際、白＃５の連続２ポイントシュートが決まり、３８－１６、白２２点のリードで前半を終える。
　第３Q、白はオールコートマンツーマンディフェンス、赤は３－２ゾーンディフェンスでスタート。開始１分、
赤のターンオーバーから白＃４の速攻が決まり、白４０－１６赤となったところ赤がタイムアウト。流れを変
えたい赤は＃４のドライブから連続得点を重ねる。それを許さない白は＃４、＃７、＃８が連続得点。赤も
＃４を中心に反撃するが、なかなか得点できない。５３－２３白３０点のリードで第３Qが終了する。
　第４Q、白はオールコートマンツーマンディフェンス、赤はゾーンプレスから３－２ゾーンディフェンスでス
タート。赤は開始早々＃４のドライブで得点、白は＃４、＃７の連続３ポイントシュートが決まる。赤は白の
堅いディフェンス前でなかなか得点ができない。堅守からスピードを上げた白が怒涛の攻撃をみせ、最後
は、７７－３３で白、山形市立商業が勝利し、インターハイへの切符を手に入れた。
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